


嶋田忠一

1.三館（道立開拓記念館・市立旭川郷土博物館、市立

函館博物館）とも極めて教育普及活動に力を入れてい

る。国安主任学芸主事の復命にも、当館と対象物〃と

あり、当館の場合、研究4、展示3，普及3の割合で

時間をかけたらとの見解もある。特に研究については

極めて大事ではあっても、それにのみ力を入れるあま

り、結局県民から遊離した象牙の塔になってしまい、

ひとりよがりになる恐れを充分警戒しなければならな

い。県民の中に飛び込み、とけ込んで、県民とともに

歩む研究活動をしてゆきたい。

2．当館としては、この二つの型（博物館の運営をと|到

ってしまう「友の会」、逆に完全従属で音もあげぬ「友

の会」）のいずれでもないタイプ、即ち博物館の経営

方針に協力し、その活動を支援する性格のものを作り

あげたい。そのためには、特に事務局を館内に置き、

学芸職員による運営を進めることが大切である。即ち

担当職員と「友の会」幹部と密接な連絡を取りながら

その全面的賛同を得て、会員から喜ばれる運営を進め

る必要がある。

3．立地条件も規模内容も異なる博物館、地域住民の意

識も異なる他館の例が、そのまま当館で成功するとは

限らない。アイデアや方法は積極的に学び採り入れる

べきだが、結局は骨身惜しまぬ実践活動が育ってゆく

ものと考える。

こうした文章化がなされてから、直ちに上層部での意

見交換がなされたと思われ、昭和51年12月には博物館教

室（現、普及教室）担当二名を中心に粗案作りが進めら

れたのである。

Ⅳ．ジュニアかシニアか

昭和51年12月中は会則を中心に案作りをし、かたわら

付近の小学生から博物館の利用状況を調査した。こうし

たことは昭和52年1月10日頃まで続けられ、13日定例会

議には「友の会試行案」として提出された。ここで「試

行」となったのは、既存の団体をベースにすることをせ

ず、無からはじめるためには予期し得ない事態が起こる

可能性があること、また職員の間の共JillI'll解を得られな

かったことによるためである。先進館はあくまで先進館

の独自性にのっとっている。しかし、そうした例が当館

でもうまくいくとは限らない。このことは前述のとおり

である。我々は、県民の、博物館に対する意識・理解の

程度を知らないのであり、そこに準備期間もなく発足す

ることは冒険もはなはだしいこととなるのである。その

後、2月3日「ジュニア友の会試行案について」、3ノ｣

3日「教育普及・友の会」、3月19n「友の会について」

を経て、3月22日の発会式にまで至るのである。ここで、

ジュニアと決めたのはほかでもない。当館の場合、秋田

市の効外にあり、しかも交通機関の便も悪く、また博物

館のような施設利用の経験も少なかったことから、

さまざまな悪条件が想起された。そのような段階にあっ

て、大人を中心とする友の会を組織することが直ちに博

物館利用者の端加につながるとは思われないし、一歩識

つ'て、そうなったとしても、長い目でみれば、どうして

も現在の小・中学生との関わり如何になるものと思い、

将来のサポーティング・メンバー育成に主眼を置いたの

である。更に、市内全域に拡げ･ず、博物館周辺8校に限

って試行に踏み切ったのは、比較的短時間で来館できる

圏内を対象にする方が、都合が良いとの判断があったた

めである。こうして「手作りの友の会」を試行し、昭和

52年度の事業は以下のようにしたのである。

今年度も、‐上の表と大差はない。

B)試行期間の反省として

「手作りの友の会」など、うたい文句はすばらしかっ

たが、いざ動き始めたら、何となく過ぎてしまったとい

う反省がまず先立つ。正式でない会だから試行た､、とい

う意識ではなく、正式なもの、独立して行くための準備、

つまりその期間には、いろいろな試みを行って、独立す

べき要件を具備するということであったと考える。それ

が、単なる事務量の消化で終ってしまった、ということ

は、何のために試行するのかを充分につかんでいなかっ

たことであり、綿密さを欠いていたと判断する。しかし、

一方には、そうならざるを得なかった要素もある。第一

には、職員の友の会に向ける力の割合である。いうまで

もなく、博物館の職員は、調査研究、展示、資料収集、

費料整理、博物館教室、印刷広報、各種サービス、外部

よりの委託事業等々かなり多岐に互り、一人一人がこれ

らを重要性、緊急性を序列化しながら働いているのであ
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友の会について

って、試行という名目をこれに当てはめる以上、片手間

からは到底抜け出しえない実状なのである。知的サービ

ス機関を標傍するのであれば、普及事業についてはもっ

と突っ込んで整f'llし、系統を明確にしていく作業が必要

であろう。元来、研究や資料調査、展示などとは同一レ

ベルにないものという気持ちが教育群及についてはある。

いわば、一段低位でしかも世間一般を卜Ⅱ手にする点で場

当り主義が高じ、何でもかでもその対象に取り込む恐れ

があるという意識をもって、という前提を必要とする反

ifii、国安主任学芸主事のように研究4，展示3，普及3

というペース配分を力説するような事態は常にあるので

ある。それほど、教育普及という分野は貧困さをかこっ

ていることにもなる。これは、博物館|‘1体の方針なり見

通しの甘さと襲腹であり、第二の問題となる。こうした

諸々のl溢路をともなっての試行であったためか、さまざ

まな試みを実行するには至らなかった。そこでの試みは、

各階層に於ける博物館に対する意識の把握とか、県内各

地域の核作りの条件を検討するとか、実際に友の会を運

営する場合、具体的な人々がどんな活動をしてくれるか、

できるかといったことがらを一つ一つ、つぶしていくこ

とであったのではないだろうか。今にして思えば、試ｲ『

期間中の試行もさることながら、それ以前になすべき、

調査が不足であったと考えている。

会員である小、中学校の生徒は、想像以上に多忙をき

わめている。学校をはなれても各スポーツ少年団や熟迎

い、町内会のh事にと盛りだくさんである。こんな状態

であるから、頻繁に来館する会員は、どこにも属さない

児童、生徒であるといっても過言ではない。いわば、は

み出した児童、生徒を引き受ける格好ではあるが、俗に

いう「はみ出し」ではなく、博物館に親しもうという気

持ちを抱いた。既存の集まりからのはみ出しと考えた方

が祁合よく、実際にもそうしたはみ出し会員の方が知的

欲求が強く、考古や地質担当を喜ばしたものであった。

暇をみつけては、採集し、その結果をlⅢ当とともに稚J'|!

し、担当の意義づけを綿て、更に興味を募らせるという

進め方を体験できる場面は、恐らく友の会以外には少な

いと考える。これは、友の会の「作品展」として2週間

位博物館ロビーに仮展示されたのである。ただ､、残念な

ことには、知的欲求を持った会員は、全会員のほんの一

握りであって、他は、行事以外には来航せず、しかも、

参加する行事も1～2回がせいぜいであるということで

ある。

従って、今後の彼等とのつきあいを進めるうえでは、

児童、生徒を対象とした行事を充実させ、継続的に迩営

することが必要であると思われる。さらに、知的欲求次

第では、単なるｲ『事参加者とは別な、きめ細かい対処方

法を考えなければならない。それは4～5人牒度の小グ

ループ単位であってもよく、彼等の中には博物館の専門

性とその重要性を彼等自身の体験をとおして認識させる

方向を'二|指すものであろう。平常の活動を通じて博物館

の専門性と重要性を浸透させるには、行事にとらわれる

ことなく、同一目的をもったグループを各担当が指導す

る方法もその一つである。

いずれにしても、大事な点は、友の会担当職員の専任

性を確保することであり、博物館自体の普及活動に対す

る方向づけを確立することにまつものである。表面的な

賛同のみでは、成立しないといえる。

友の会発足にfajけて

ミューゼアム・フレンドというのは、主として米国の

概念であり、日本においては後援会方式を指すもののよ

うである。その点、一般に公立博物館における友の会は

純粋の博物館援助団体としての位置づけよりは、受益者

81体であり、博物館の普及活動の核・母胎としての性格

をもっていることが多い。これは、国民性にも拠るし、

地域性にも拠るが、博物館自体の発展が地域住民とかけ

はなれていたという裏の意味もあろうと考える。欧米の

ように、「我々の博物節」という意識も、「我々の博物

鮪を援助しよう」という行為も、それほど筒単には成立

しない状況であることを認識した上で、むしろ、その前

の段階として普及活動に重点をおかなければならない。

県立博物館と国立・市立・私立など設立主体によっても

取りまく環境、亜点のおきどころは異なると思うが、目

指すところは、地域住民との密接な関係を樹立するとこ

ろにあろうと考える｡とすれば、これまでのような全て

に平均化した働きかけ、つかず離れずでは館活動の深化

は望めないのである。そこで博物館に対する地域住民の

意識を何等かの形で序1]化し、それぞれに適わしい対応

策を考えることも一つの方法であるだろう。博物館に興

味と関心を持ち、館活動に参加しようという人々をグル

ーピングし、これを同一目的を持った集団とし、これに

はそれなりの還元をしていこうという方法である。この

集団は館活動の反照であり、支援母胎でもある。館活動

全般についてバックアップしてもらう必要があり、館側

はそれを得るためにできるだけ多くの情報を提供してい

く必要がある。また、こうした集団は知的啓発を求めて

組織される傾向もあるから、その意味でも館iiの援助を

受けて時宜に応じた出版物を刊行する必要もある。その

際は、郡ら普及者となるが、これらは当館では諸々の否
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定的要素があり成し得なかった部面でもあり、館側の普

及活動の一部を肩がわりすることになるかも知れない。

しかし、そうすることによって今より以上に還元される

領域も広く、またキメ細かい普及がなされるのである。

資料収集・調査研究・展示・普及教室とみてきた場合、

どの面でどれだけの量が普及として公になったかといえ

ば微々たるものであり、展示なら展示、諜及教室なら普

及教室が終rしてしまえば事足れりという考え方もある

が、多くは、出版されなければ本当に完｣/したとは言え

ないのだと思う。それ以外に住民に逆元もしくは知的啓

発を求める人々への手がかりは得られないものと考える。

求める人々には、与え、また一般にはこれまで通り広く

門戸を開放していこうというのである。

ともあれ、現在想定される友の会は、直ちに「設立櫛

想」には連絡しないものであるが、質的向上をはかりな

がら運営していくならそれは一つの到達点であろうと考

える。現時点では、これまでの学校教育との関連に重き

をおいた教育普及の中に、生涯教育的色彩の強い友の会

が加わるのであるから、教育普及活動の見直しのみなら

ず博物館全体の方向性を見きわめることが大事と思う。

そうしたことがなければ、担当職員にとっても館にとっ

てもお荷物以外のなにものでもないだろうし、結局は徒

労に終ってしまうだろうから。

おわりとして

まだまだ当館では友の会に対する認識が浅いと考える。

それは、これまでの体質もあったと思う。普及活動は専

門分野以外の、それに向く人がやるべきであるという考

え方もあったろうし、とてもその方面にまで手が出せな

いほど多忙であったかも知れない。その結果、意に反し

て、博物館活動の何かを知らしめる手段が抜けた感がす

るのである。広報といえば、各新聞社・テレビ・ラジオ

に各市町村教育委員会がせいぜいであり、郵送費もまま

ならぬ状態とあっては、これにたずさわる職員の労苦は

並大抵ではなく、有効性についても覚束ない。これなど

館と県民との距離を表わすものである。この距離を縮め

る一手段として友の会が組織されるのである。

友の会のあり方を展望しようという試みであったが、

不勉強であることと、目ド発足に向けての準備中でもあ

るので、筆者の日頃思うことがらを罷|lするにとどまっ

た。館内外の御叱正を期待しようと思う。

参考1:秋Ill県立博物館「友の会」のきまり

1.この会を秋田県立博物館「友の会」といいます。

2．「友の会」のねらい

秋III'.','-立博物館は県民みんなの博物館です。この

博物館に親しみ、楽しく秋田を学ぼうとする、周

辺の小'I'学校のみなさんでつくる会です。

3．会の活動

友の会ではつぎのことを行います。

（1）博物館はどんな動きをしているかを理解しま

す。

（2）すすんで博物館へきて、質問したり、見学し

たりします。

（3）友の会で計Ilhlした行事に参加します。

（4）「友の会だより」をつくり、交流を深めます。

（5）そのほか、会の活動に必要なことがらを行い

ます。

4会員

博物館周辺の小巾学校の児童生徒と父兄・先生が

たのうちで会に賛成する人が会員になります。

会員の中から世話人、連絡係、編集係をえらびま

す。

5．会のすすめかた

友の会は会員の中からえらばれた世話人（児童生

徒・父兄・先生の中から各校1名ずつ）と博物館

の職員が、みんなの意見を参考にしてすすめます。

6．会員証

会員には会員証をわたします。受付にこれを見せ、

用件をつたえて入館します。

7．かかる費用

友の会の活動にかかる費用は会費の｢|｣からだしま

す。会費は年間200円です。

8．このきまりは昭#52年3月22日から実施します。

参考Ⅱ:aaw52年度活動計画

5月・こども遊び大会

7月・博物館の仕刑lみ・機械をみてまわります。

8月・夏休み野外観察会

10月・博物館の資料はどのようにして集められ、保存、

活川されているのだろうか。

昭和53年lノl・館内での活動と博物館の動きを知る。

3月。(lilに同じ）

上記参考1．uは発会式（昭*|]52年3ﾉ122日）の折に

配布したもので、館側の方針として提示されたものであ

る。
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